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（ ）

根拠法令等 浄化槽法第51条、香取市合併処理浄化槽設置整備事業補助金交付要綱 担当課･係名 下水道課・業務推進班

事務区分 ■自治事務 □法定受託事務 作成責任者 菱木芳光

事業シート（概要説明書）

予算事業名 合併処理浄化槽設置推進事業 事業開始年度 平成18年度

上位施策事業名 下水道 担当局・部名 建設水道部

実施の背景
　下水道などの生活排水処理施設が整備されていない地域において、未処理の生活雑排水が水質汚
濁の原因の一つとなっている。

目　的
（何のために）

　生活雑排水による公共用水域の水質汚濁防止、生活環境の保全及び公衆衛生の向上を図
る。

事
業
概
要

対　象
（誰・何を対象に）

　下水道、農業集落排水及び地域汚水処理区域外（下水道の整備が概
ね７年以上見込まれない地域含む）で、自己が居住するための住宅に
合併処理浄化槽を設置する者

対象者数（全住民に対する割合）

28,859 人

　合併処理浄化槽の設置、単独処理浄化槽及びくみ取り便所からの転換、転換に伴う宅内配
管工事、放流先のない場合の処理装置の設置に要する費用の一部を補助する。

事業内容
（手段、手法など）

37.8 ％

実施方法

□直接実施

□業務委託 又は □指定管理　（委託先又は指定管理者： ）

■補助金〔直接・間接〕（補助先：上記対象者個人 　　実施主体：市 ）

□貸付（貸付先： ）□その他（ ）

事業内容

関連事業
（同一目的事業等）

公共下水道事業、農業集落排水事業、地域汚水処理事業

コ
ス
ト

2019年度（予算） 2018年度（決算見込） 2017年度（決算） 2016年度（決算）

事
業
費

事業費合計 34,163 千円

事業費内訳
（2018年度分）

■市単独分　　　　　　　　　　　　　　　　■国・県補助分
【高度型除く】(新設)５人槽34件 11,288千円　【高度型除く】(単独転換)５人槽４件 2,048千円

７人槽３件  1,242千円  ７人槽３件 1,782千円
10人槽１件    548千円

 (処理装置)上記のうち 13件  1,300千円  (汲み取り転換)５人槽４件 1,728千円
７人槽１件   514千円

【高度型】　 　(新設)５人槽12件 5,328千円
■千葉県浄化槽推進協議会負担金21千円    ７人槽１件   486千円

　(単独転換)    ５人槽４件 2,496千円
７人槽３件 1,998千円

(くみ取り転換)５人槽１件 　544千円

人
件
費

担当正職員 0.8 人 5,760 千円

48,127 千円 31,323 千円 28,795 千円

4,615 千円 0.7 人 4,615 千円0.9 人 6,480 千円 0.7 人

千円 人 千円

人件費合計 0.8 人 5,760 千円

人 千円 人臨時職員等 人 千円

4,615 千円 0.7 人 4,615 千円0.9 人 6,480 千円 0.7 人

千円 38,778 千円

財源

内訳

国県支出金
20,301 千円 10,800 千円 8,271

総事業費 53,887 千円 37,803 千円 33,410

千円 17,184 千円

国県支出金の内容 循環型社会形成推進交付金、千葉県生活排水対策浄化槽推進事業補助金

地方債 千円 千円 千円 千円

その他特財
18,040 千円 14,378 千円 10,756 千円 11,348 千円

その他特財の内容 香取市生活環境向上施策推進基金繰入金

一般財源 15,546 千円 12,625 千円 14,383 千円 10,246 千円

財源合計 53,887 千円 37,803 千円 33,410 千円 38,778 千円

事業番号12 合併処理浄化槽設置整備事業 ２０１９年度

ここから成果指標を導きます。

■合併処理浄化槽（高度処理型合併処理浄化槽を除く）

５人槽 ７人槽 10人槽
332,000円 414,000円 548,000円

単独処理浄化槽 612,000円 694,000円 828,000円 【加算】撤去費18万円＋宅内配管工事10万円
くみ取り便所 532,000円 614,000円 748,000円 【加算】撤去費10万円＋宅内配管工事10万円

■高度型合併処理浄化槽

５人槽 ７人槽 10人槽
644,000円 686,000円 776,000円

単独処理浄化槽 924,000円 966,000円 1,056,000円 【加算】撤去費18万円＋宅内配管工事10万円
くみ取り便所 844,000円 886,000円 976,000円 【加算】撤去費10万円＋宅内配管工事10万円

※建替えによるくみ取り便所からの転換の場合は、上記加算なし。
※【上記に加算】放流先のない場合の処理装置限度額10万円（設置費用の３分の１）

転換

補助限度額

転換

新設

区分 備考

区分 補助限度額 備考

新設
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事業シート（概要説明書）

予算事業名 合併処理浄化槽設置推進事業 事業開始年度 平成18年度

事業番号12 合併処理浄化槽設置整備事業 ２０１９年度

29/37

/ / /

2016年度

合併処理浄化槽普及率 ％ 27.8/28.1 27.5/27.5 26.9/27.2

464 468

事
業
実
績

活動実績

【活動指標名】（実績値/目標値） 単位 2018年度 2017年度 2016年度

浄化槽設置基数 基 51/82 45/82 44/72

転換設置基数 基 20/35 17/35

単位当たりコスト 総事業費 ／ 設置基数 千円 441

/ / /

事業の自己評価
(今後の事業の方向

性、課題等)

　集合処理方式及び個別処理方式による汚水処理の適正化を推進しているところであるが、
集合処理方式となる公共下水道、農業集落排水及び地域汚水処理は、その処理区域が限定さ
れることから、市内全域の生活雑排水を含む汚水処理を目指すうえで、水質汚濁防止に即時
性のある「合併処理浄化槽」の普及が効果的である。今後、合併処理浄化槽の普及促進を図
るため、国・県補助制度や市民への周知の充実など、より一層の働きかけが必要である。

比較参考値
（他自治体での類似

事業の例など）

特記事項

/ /

/ / /

/

事
業
成
果

成果目標
（指標設定理由等）

　合併処理浄化槽の設置による水洗化・生活雑排水の処理人口の割合が、市全体における汚
水処理人口普及率の向上に寄与するため。

成果
（目標達成状況）

【成果指標名】（実績値/目標値） 単位 2018年度 2017年度

他自治体のみならず、国や都道府県、民間との比較も必要に応じて記載。

住基人口
新設 転換 有 無 H30 R1(予定) (R1.4.1現在)

八街市 家庭用小型合併処理浄化槽設置事業 〇 〇 14 23 69,932
東金市 浄化槽設置整備事業 〇 〇 16 15 58,554
山武市 浄化槽等設置事業 〇 〇 50 59 51,625
富里市 小型合併処理浄化槽設置整備事業 〇 〇 〇 39 45 50,097
銚子市 合併処理浄化槽転換費 〇 〇 4 10 61,148
旭市 合併処理浄化槽設置事業 〇 〇 47 43 65,510
香取市 合併処理浄化槽設置整備事業 〇 〇 〇 71 85 76,359

補助内容
自治体名 事業名

閉鎖性水域 補助実績(件)

3




